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実習の宿題の質問メールにおけるYAMLファイルから
異なる箇所の特定による返信までの時間の短縮

有田 海斗1 平尾 真斗2 小山 智之2 串田 高幸1

概要：東京工科大学で実施されている先進情報プロジェクト実習 [IT・3]では，学生が YAMLファイルを
記述し，Kubernetesクラスタ上に講義資料で指定された Podを配置する．宿題で不明点がある場合，学生
は問い合わせ用メールアドレスに質問メールを送信し，実習時間外に送信された質問については Teaching

Assistant（以後 TAと呼ぶ）が対応する．課題は，質問メールが TAの対応時間外に送信された際，返信に
時間がかかることである．2025年 9月 26日から 12月 8日の 60件の質問メールで，TAが返信したのは
46件で約 77%だった．対応時間内の返信にかかった時間の平均は約 501分だったのに対し，対応時間外
では約 1009分だった．提案手法は，質問をした学生の YAMLファイルと宿題を完了した学生の YAML

ファイルから作成した共通パターンを比較し，異なる箇所を含むメールを返信する．共通パターンは，宿
題を完了した学生の YAMLファイル同士を動的計画法により 1行ずつ比較し，行の対応関係をもとに作
成する．評価では 2つの項目を比較した．1つめは，質問メールの返信に要した時間を提案手法と TAが
返信した場合で比較する．2つめは，提案手法の返信内容を分類する．また，確認すべき YAMLファイル
の行を含む返信から，返信した YAMLファイルの行と質問をした学生の YAMLファイルを有田海斗が修
正して講義資料通りに動作した行が一致するか求める．その行同士の一致と提案手法の返信した内容の分
類により，返信した内容の誤った返信と正しい返信の割合を出す．提案手法による返信は 60件中 12件で
あり，返信に要した時間は最小で約 1分，最大で約 495分であった．一方，46件の質問メールに返信した
TAの返信時間は，最小で約 7分，最大で約 4308分であった．返信に要した時間は最小で約 6分，最大で
約 3813分短縮された．また質問メールの内容を分類し，YAMLファイルが原因で宿題の不明点の質問を
したのは 60件中 19件で約 32%あり，提案手法の返信した内容の分類では，確認すべき YAMLファイルの
行を含む返信をしたのが 60件中 2件で約 3%だった．確認すべき YAMLファイルの行を含む返信をした
2件中 1件は，返信をした 215行のうち 2行が一致し，もう 1件は質問をした学生の YAMLファイルを適
用すれば講義資料通りに動作するが，改行だけの行が 2017行あり，その行の上位のキーとその直後のキー
の行の範囲を含めた 3415行を確認するように質問をした学生に返信した．そのため誤った返信の割合は，
YAMLファイル以外が原因で質問をしたメールに対して返信をした件数と課題ヘルパーくんが動作してい
ないことや返信に課題番号がないため返信をしなかった件数の合計であり，60件中 59件で約 98%だった．
正しい返信の割合は，講義資料通りに動作する行を含んでいる返信であり，60件中 1件で約 2%だった．

1. はじめに

背景

Site Reliability Engineering（以後 SREと呼ぶ）とは，

大規模なシステムの信頼性と拡張性を確保することを目的

としたソフトウェアエンジニアリングの分野である [1–3]．

東京工科大学では，先進情報プロジェクト実習 [IT・3]が

行われており SREに関連する技術を学ぶ．実習で学生は

Kubernetes上に指定されたシステム構成を作成する課題
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に取り組む．Kubernetesとは，オープンソースのコンテナ

オーケストレーションプラットフォームである [4–6]．実

習の課題が実習時間内で完了しない場合は，残りの課題が

宿題になる．学生は実習の時間外に宿題で不明な点がある

と，問い合わせ用のメールアドレスに質問メールを送る

（以後質問メールを送る学生を質問者と呼ぶ）．Teaching

Assistant（以後 TAと呼ぶ）は平日 9:00から 18:00の時間

帯で質問メールを確認し，アドバイスをメールで返信する．

TAが質問メールの内容から質問者がどの箇所で悩んでい

るのかを判断できない場合には，質問者に対して追加の指

示をメールで返信する．

実習で使用する環境の構成を図 1に示す．質問者は先進
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図 1: 実習で使用する環境の構成

内容 1: 実際に送信された質問メール

1 date : 2025年 10月 20日 (月) 14:42

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 2-1宿題
について

3

4 コンピュータサイエンス学部先進情報専攻
5 学籍番号C0A22006の有田海斗です。
6 2-1のphpmyadminのvalues.yamlファイルの中身につい
て質問です。

7 講義資料を見ながら中身を変更したんですが、なかなかp

odが動かないです．変更や追加する箇所を教えてほしい
です。

8 自分が変更した箇所はserviceのポート番号の箇所と最
後の 3行を追記しました。

情報プロジェクト実習 [IT・3]を受講しており，実習サー

バ内で宿題に取り組む．実習サーバは宿題を行うための

サーバである．質問メールは，質問者が TA に対して送

信するメールである．TAは質問メールの内容を確認し，

返信メールを質問者に送信する．2025 年 10 月 20 日 14

時 42分に質問者から TAに宿題 2-1の質問メールが届い

た．宿題 2-1は，Helmを使用しKubernetesクラスタ上に

phpMyAdminとMariaDBの Podを作成する宿題である．

実際に送信された質問メールを内容 1に示す．質問者の学

籍番号と氏名は，筆者のものに変更してある．内容 1は，

宿題 2-1で作成する phpMyAdminの Podが Kubernetes

クラスタ上で起動できない状況を表す．1行目は質問メー

ルを送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．

4行目と 5行目は所属と学籍番号，氏名を表す．6行目は

質問者が取り組んでいる宿題の番号を示している．7行目

は宿題を取り組んでいる中でアドバイスが必要な箇所を示

している．8行目は質問者が宿題に取り組んだ中で YAML

ファイルのどの箇所を変更したか示している．

TAは 2025年 10月 20日 15時 17分に質問メールに対

する返信メールを送信した．質問メールに対する返信メー

ルを内容 2に示す．1行目は質問メールを送信した日付を

表す．返信のためサブジェクトはない．3行目から 6行目

は，宿題が完了しない原因を確認するために Podの logや

kubectl describe podの出力結果を送る指示を示している．

内容 2: 質問メールに対する返信メール

1 date : 2025年 10月 20日 (月) 15:17

2

3 TAの平尾です．以下 3点を確認して結果を送ってくださ
い．

4 kubectl logsで出力されるログ
5 kubectl describe podの結果
6 kubectl get podの結果

2025年 9月 26日から 2025年 12月 8日の間の質問メー

ルの件数は，60件である．60件の質問メールのうち，TA

が返信した件数は，46件である．TAの対応時間内と対応

時間外の質問メールの返信にかかった時間を図 2に示す．

縦軸は返信にかかった時間を表し，500分毎に区切り集計

した．横軸は質問メールの件数を表す．対応時間内の質問

メールは合計で 38件あり，対応時間外の質問メールは 8

件ある．質問メールを送信してから 500 分未満の間に返

信された TAの対応時間内の質問メールは 35件あり，TA

の対応時間外の質問メールは 2件あった．500分以上から

1000分未満では，TAの対応時間内の質問メールは 0件あ

り，TAの対応時間外の質問メールは 4件あった．1000分

以上から 1500分未満では，TAの対応時間内の質問メール

は 1件あり，TAの対応時間外の質問メールは 1件あった．

1500分以上から 3000分未満では，TAの対応時間内の質

問メールは 0件あり，TAの対応時間外の質問メールは 0

件あった．3000分以上から 3500分未満では，TAの対応

時間内の質問メールは 1件あり，TAの対応時間外の質問

メールは 1件あった．3500分以上から 4000分未満では，

TAの対応時間内の質問メールは 0件あり，TAの対応時

間外の質問メールは 0件あった．4000分以上から 4500分

未満では，TAの対応時間内の質問メールは 1件あり，TA

の対応時間外の質問メールは 0件あった．結果としては，

TAの対応時間内の質問メールの返信にかかった時間の最

小値は約 120分であり，最大値は約 3399分であり，平均

は約 501分である．TAの対応時間外の質問メールの返信

図 2: TAの対応時間内と対応時間外の質問メールの返信に

かかった時間
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にかかった時間の最小値は約 7分であり，最大値は約 4308

分であり，平均は約 1009分である．

課題

課題は，質問メールが TAの対応時間外に送信されると，

TAが返信メールを送信するまでに時間がかかることであ

る．質問メールが TAの対応時間外である平日 18:00から

翌日 9:00と休日に送られた場合は，TAはその時間に返信

をする必要がない．2025年 9月 26日から 12月 8日までの

60件の質問メールのうち，TAは 46件に返信をした．TA

の対応時間内に送信された質問メールの返信である 38件

にかかった時間は平均約 501分だった一方，TAの対応時

間外に送信された質問メールの返信である 8件にかかった

時間は平均約 1009分だった．TAの対応時間内より，TA

の対応時間外のほうが返信にかかった時間が長いことがわ

かる．

各章の概要

本稿は以下のように構成される．第 2章では，本稿の関

連研究について述べる．第 3章では，本稿であげた課題を

解決するための提案方式について述べる．第 4章では，提

案した手法の実装について述べる．第 5章では，評価実験

として実験内容と実験結果と分析について述べる．第 6章

では，提案手法についての議論を述べる．最後に，第 7章

にて結論を述べる．

2. 関連研究

機械学習と自然言語処理を用いて，学生に合った個別の

フィードバックを生成する研究がある [7]．学生に対して適

したフィードバックを生成することに重点を置いており，

この研究によりWikipediaや数式の解説を提供できる．先

進情報プロジェクト実習 [IT・3]では，Kubernetesクラス

タに Podを配置する際に記述する質問者と宿題を完了した

学生の YAMLファイルが異なることが，宿題が完了しな

い原因であった．YAMLファイルは実習環境に合わせて固

有の設定を行う必要があるため，機械学習と自然言語処理

でのフィードバックでは不十分である．

サーバやアプリケーションにおいて誤った設定をした箇

所を同様の設定をしている対象の設定値と比較し，特定す

る研究がある [8]．他のサーバやアプリケーションには設定

されていない設定値を見つけることで，システムの故障箇

所を探す手間を省くことができる．先進情報プロジェクト

実習 [IT・3]の実習では，グループごとに進捗が異なり，他

のグループのサーバと設定値を比較するだけでは，YAML

ファイルのどこが宿題を完了した学生の YAMLファイル

と異なる箇所であるかを確認することができない．

大規模言語モデルを用いて，Kubernetesの YAMLファ

イルで誤った記述をした箇所の特定とその修正を行ってい

る研究がある [9]．この研究により，静的なルールセット

に必要とせずに，Kubernetesの障害が自動で対処される．

大規模言語モデルは，誤った記述をした箇所が出力された

際に，どのような方法で誤った記述をした箇所を特定した

か不明なため，出力結果に責任を持つことができない．

3. 提案

提案の概要を図 3に示す．提案手法では，質問者から送

実習サーバ

質問メール

共通パターンと質問者の
YAMLファイルの比較

共通パターンの作成

YAMLファイルの
行の対応関係の作成

YAMLファイルの収集

宿題を完了した学生
のYAMLファイル
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入力

宿題完了リスト

講義資料のファイル
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図 3: 提案の概要

られた質問メールに対して，宿題を完了した学生の YAML

ファイルと質問者の YAMLファイルの異なる箇所を含む

メールを返信する．提案手法を課題ヘルパーくんとする．

課題ヘルパーくんの入力は，質問メール，宿題完了リスト，

講義資料のファイル，宿題を完了した学生のYAMLファイ

ル，質問者のYAMLファイルである．質問メールは質問者

から送信された質問メールである．宿題完了リストは TA

が課題の進捗を管理するための表であり，学籍番号と完了

した宿題の課題番号のペアを含む．講義資料のファイルは

実習で学生に配布される資料であり，宿題が記載されてい

る．宿題を完了した学生の YAMLファイルは，宿題を完

了した学生が作成した YAMLファイルである．質問者の

YAMLファイルは質問者が作成した YAMLファイルであ

る．これらの YAMLファイルは実習サーバにある．実習

サーバは学生が宿題に取り組むための環境である．課題ヘ

ルパーくんは，YAMLファイルの収集，YAMLファイル

の行の対応関係の作成，共通パターンの作成，共通パター

ンと質問者の YAMLファイルの比較の 4つのフェーズで

構成される．YAMLファイルの収集では，質問メール，宿

題完了リスト，講義資料のファイルから，宿題を完了した

学生の YAMLファイルと質問者の YAMLファイルを収集
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する．YAMLファイルの行の対応関係の作成では，宿題

を完了した学生の YAMLファイル同士を比較するために，

YAMLファイルの行同士の対応関係を作成する．共通パ

ターンの作成では，宿題を完了した学生のYAMLファイル

に共通する箇所から共通パターンを作成する．共通パター

ンと質問者の YAMLファイルの比較では，共通パターン

と質問者の YAMLファイルの異なる箇所を特定し，メー

ルの返信内容を作成し返信する．

YAMLファイルの収集

YAMLファイルの収集を図 4に示す．入力は，質問メー

ル，宿題完了リスト，講義資料のファイル，宿題を完了し

た学生の YAMLファイル，質問者の YAMLファイルであ

る．出力は，ベースの YAMLファイル（A）と比較対象の

YAMLファイル（B）である．質問メールは送り元のメー

ルアドレス，件名，本文から構成される．質問メールから

学籍番号と課題番号を収集する．大学で配布されたメール

アドレスには学籍番号が含まれるため，送り元のメールア

ドレスから学籍番号を収集する．メールの本文から課題番

号を収集する．メールの本文に課題番号が含まれない場合

には，「あなたが何の課題番号のことを指しているのか特

定できませんでした．文章内に 1-5のように課題番号を入

れてください．」を返信する．図 4では課題番号が 2-1の

YAMLファイルの収集を表す．宿題完了リストには学籍番

号と課題番号が含まれている．学籍番号C0A21とC0A22，

C0A33の学生は課題番号 2-1の宿題が完了していることを

表す．学籍番号が C0A44の学生は課題番号 2-2が完了し

ていることを表す．講義資料のファイルは実習で学生に配

布される資料であり，PDF形式のファイルである．質問者

の YAMLファイルの名前を特定するために，講義資料の

ファイルを読み込む．課題ヘルパーくんはテキスト処理で

課題番号を取得するために，事前に PDF形式からテキスト

形式に変換し，テキスト形式のファイルを入力とする．図

4では values.yamlの場合を表す．宿題を完了した学生の

YAMLファイルは，宿題を完了した学生が作成したYAML

ファイルである．質問者の YAMLファイルは質問者が作

成した YAMLファイルである．これらの YAMLファイル

は実習サーバで学籍番号ごとにディレクトリ分けされ保存

されている．YAMLファイルの収集での処理の流れを以下

に示す．（1）では，質問メールの送り主のメールアドレス

と本文から質問者の学籍番号と課題番号の特定を行う．（2）

では，（1）から取得した学籍番号の C0A22006と課題番号

の 2-1を取得する．（3）は，（1）から取得した課題番号を宿

題完了リストから探し，対応する学籍番号を取得する．図

4で課題番号 2-1が完了している学生は学籍番号 C0A21，

C0A22，C0A33である．（4）では，講義資料のファイルを

取得する.（5）では，/home/学籍番号/のディレクトリ上に

ある宿題を完了した学生と質問者のYAMLファイルが取得

される．/home/C0A22006/˜˜/values.yaml は，実習サー

バ上の/home/C0A22006に保存されている YAMLファイ

ルのファイル名を示す．（6）では，宿題を完了した学生の

YAMLファイルを行数の降順に並び替える．図 4では 3つ

の YAMLファイルの行数がそれぞれ 89行（L=89），86行

（L=86），76行（L=76）であるため，L=89，L=86，L=76

の順となる．（7）では，降順に並び替えた宿題を完了した

学生の YAML ファイルから，行数が最大の YAML ファ

イルをベースの YAMLファイル（A）とし，それ以外の

YAMLファイルを比較対象の YAMLファイル（B）とす

る．行数が最大のYAMLファイルを選ぶことで，設定して

いる項目が最も多い YAMLファイルを比較する際の基準

にすることができる．図 4では L=89の YAMLファイル

がベースの YAMLファイル（A）であり，L=86の YAML

ファイルと L=76の YAMLファイルが比較対象の YAML

ファイル（B）である．

YAMLファイルの行の対応関係の作成

YAMLファイルの行の対応関係の作成を図 5に示す．入

力は，ベースのYAMLファイル（A）と比較対象のYAML

ファイル（B）である．出力は，対応関係表である．ベー

スの YAMLファイル（A）の行を i行，比較対象のYAML

送り元: C0A22006@edu.teu.ac.jp
件名: xxx
本文: 2-1のphpmyadminの~~~

実習サーバ
宿題を完了した学生
のYAMLファイル

質問者の
YAMLファイル

(1)

質問者の学籍番号，
課題番号の特定

(3)
(2)

C0A22006
2-1

宿題完了リスト

以下の2種類を収集
1. 宿題を完了した学生の
YAMLファイル
2. 質問者のYAMLファイル

ベースのYAML
ファイル(A)

比較対象のYAML
ファイル(B)

行数が最大の
ファイルを選択

L=89 L=76L=86

ファイルを行数の降順並び替え

講義資料のファイル
ﾃｷｽﾄ
形式

PDF
形式

質問メール

学籍番号課題番号
C0A21 2-1
C0A22 2-1
C0A33 2-1
C0A44 2-2

(4)

(7)

values.yaml

/home/C0A22006/
~~/values.yaml

宿題の完了した学生
の学籍番号を取得

(5) (6)

図 4: YAMLファイルの収集
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ファイル（B）の行を j行とし，i行と j行の対応を (i, j)と

呼ぶ．ベースのYAMLファイル（A）と比較対象のYAML

ファイル（B）の行同士が対応する行であるか判定するた

めに，整列スコアを求める．整列スコアは，YAMLのキー

を持つ場合と持たない場合で求め方が異なる．YAMLの

キーを持ち，かつ YAMLのキーが (i, j)で一致した場合は

整列スコアを 1とする．YAMLのキーが (i, j)で不一致の

場合は整列スコアを-1とする．また YAMLのキーを持た

ない場合は，式 (1)のジャッカード係数を使い整列スコア

を求める．ジャッカード係数とは，2つの集合の共通部分

である |Ai ∩Bj |と和集合の比率である |Ai ∪Bj |によって
類似度を測る指標である [10,11]．式 (2)を用いて，ジャッ

カード係数が閾値N 以上のときは整列スコアを 1とし，N

未満のときは整列スコアを-1とする．score(i, j)は，(i, j)

の整列スコアである．N は，N を 0から 1まで 0.2ごと

に増加させて，最も共通パターンが類似している N を使

用する．例えば，Nが 0.6のとき「pullSecrets: []」と「-

regcred」のジャッカード係数は，0.2であるため，整列ス

コアは-1となる．

Jaccard(i, j) =
|Ai ∩Bj |
|Ai ∪Bj |

(1)

score(i, j) =

+1 (Jaccard(i, j) ≥ N)

−1 (Jaccard(i, j) < N)
(2)

整列スコア DPスコア

対応
関係表

A66 B66
A67 B67
A68 A68
... ...
A76 B76
A77 なし
A78 B77

ベースのYAML
ファイル(A)

比較対象のYAML
ファイル(B)

整列スコア (i, j)がYAML
のキーを持つ

(i, j)がYAMLの
キーを持たない

1 キーが一致 ジャッカード係数 ≧ N

-1 キーが不一致 ジャッカード係数 ＜ N

図 5: YAMLファイルの行の対応関係の作成

次に，整列スコアから式 (3)の動的計画法を用いて DP

スコアを求める．動的計画法とは，最適化問題を時系列や

段階ごとの小さな部分問題に分割し，各部分問題の最適解

を再帰的に利用して全体の最適解を求める手法である [12]．

DPスコアとは，動的計画法により 2つの YAMLの行を最

適に対応付けたときのスコアである．dp(i, j)は，ベース

の YAMLファイル（A）の i行目と，比較対象の YAML

ファイル（B）の j 行目の DPスコアであり，これを 3通

りの式から求める．dp(i− 1, j − 1)は，(i− 1, j − 1)の対

応関係の DPスコアである．score(i, j)は，(i, j)の整列ス

コアである．そのため，dp(i − 1, j − 1) + score(i, j)は，

(i − 1, j − 1)から (i, j)に対応関係が連続する場合の式で

ある．dp(i− 1, j)は，(i− 1, j)の対応関係の DPスコアで

あるため，(i− 1, j)から (i, j)に対応関係が連続する場合

の式である．dp(i, j − 1)は，(i, j − 1)の対応関係の DPス

コアであるため，(i, j − 1)から (i, j)に対応関係が連続す

る場合の式である．gapは，行を追加する際の DPスコア

のペナルティであり，-1とする．そして対応関係表は，式

(3)の 3つの式の最大の値によって，決定される．

dp(i, j) = max


dp(i− 1, j − 1) + score(i, j)

dp(i− 1, j) + gap

dp(i, j − 1) + gap

(3)

例として，(A67,B67)のDPスコアを求める．(A67,B67)

の整列スコアは，YAMLファイルのキーである registry :

が一致しているため，1 となる．DP スコアは，式 (3)

を用いて，dp(A67 − 1, B67 − 1) + score(A67, B67) と

dp(A67 − 1, B67) + gap と dp(A67, B67 − 1) + gap の

3 つの式から求める．それぞれの式を計算すると，

dp(A67 − 1, B67 − 1) + score(A67, B67) = 1 + 1 = 2，

dp(A67− 1, B67) + gap = 0− 1 = −1となり，(A67,B67)

には，それぞれの式の最大値である 2が入る．そのため，

（A66，B66）の次の対応関係は，（A67，B67）となる．

共通パターンの作成

共通パターンの作成を図 6 に示す．入力は，ベースの

YAMLファイル（A）と比較対象の YAMLファイル（B）

と対応関係表である．出力は，共通パターンである．はじ

めに，YAMLファイルのトークン化を行う．トークン化と

は，インデントである先頭の空白文字と，空白や改行に挟

まれた連続した文字列に分割することである．例えば，67

行目の「 registry: docker.io」をトークン化すると，先頭の

インデントと，「registry:」と，「docker.io」に分かれる．次

に，対応関係表を用いてベースの YAMLファイル（A）と

比較対象の YAMLファイル（B）から共通パターンの算出

をする．例えば，76行目の「 pullSecrets:」と「 pullSecrets:

[]」では，ベースの YAMLファイル（A）に 3番目のトー
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クンが存在していない．そのため，存在しないトークンに

Noneを入力して「 pullSecrets: (None or [])」となる．こ

れにより，共通パターンを作成する．

ベースのYAML
ファイル(A)

比較対象のYAML
ファイル(B)

トークン化
66.image:
67.  registry: docker.io
68.  repository: bitnamilegacy/phpmyadmin
...
76.  pullSecrets:
77.    - regcred
78.  pullPolicy: IfNotPresent
66.

67.

68.

...

76.

77.

78.

トークン

pullSecrets:
  

pullSecrets:
  76

[]

regcred
-
  

共通パターン

  

共通パターンの算出

  

  

None or []

regcred or None
- or None
     or None

image: regcred
  IfNotPresent

pullSecrets:
[]pullPolicy:

  

66.image:
67.  registry: docker.io
68.  repository: bitnamilegacy/phpmyadmin
...
76.  pullSecrets: (None or [])
77.(   or None)(- or None)(regcred or None)
78.  pullPolicy: IfNotPresent

image:

   repository:
   registry: docker.io

pullSecrets:  
regcred-  

IfNotPresentpullPolicy:  

A66 B66
A67 B67
A68 A68
... ...
A76 B76
A77 なし
A78 B77

対応
関係表

候補リスト

bitnamilegacy/phpmyadmin

pullSecrets:

77

.

.

図 6: 共通パターンの作成

共通パターンと質問者のYAMLファイルの比較

共通パターンと質問者の YAMLファイルの比較を図 7

に示す．入力は，共通パターンと，質問者のYAMLファイ

ルと，宿題を完了した学生のYAMLファイルである．出力

は，メールの返信内容である．はじめに，共通パターンと

質問者の YAMLファイルのトークンの候補数と宿題を完

了した学生の YAMLファイルの数を比較する．例えば 76

行目では，「pullSecrets:」がトークンの候補数が 1，「（None

or []）」はトークンの候補数が 2となっている．宿題を完了

した学生のYAMLファイルの数は 3であるため，トークン

の候補数と YAMLファイルの数が一致する= 3の場合は，

そのトークンの比較は終了し，次のトークンを比較する．

トークンの候補数とYAMLファイルの数が一致しない ̸= 3

の場合は，共通パターンと質問者のYAMLファイルのトー

クンごとの差分をとり，異なる行を特定する．例えば 68行

目では，共通パターンは「bitnamilegacy/phpmyadmin」で

あり，質問者のYAMLファイルは「bitnami/phpmyadmin」

であるため，この行が異なる箇所だと判定される．その後，

質問者が学習する上でそのまま答えを提示すると，質問者

自身で考えることなく宿題を完了してしまうため，質問

者に提示する範囲を決める必要がある．そのため，YAML

ファイル内の 1つの設定のまとまりから答えを導けるよう

に，差分のある行より前の行を確認することで，差分のあ

る行の上位のキーとその直後のキーを取得し，その範囲を

提示する．例えば，共通パターンと質問者の YAMLファ

イルで異なる箇所である 68行目よりも前の行を確認する

と，66行目に「image:」の上位のキーがあり，87行目に，

「command: []」の次の上位のキーがある．返信内容は，次

の上位のキーから 1を引いた値が質問者に確認してもらう

行の範囲となり，「66行目から 86行目の imageの箇所を

よく確認してください．」と文章が作成される．

共通パターン

66.image:
67.  registry: docker.io
68.  repository: bitnami/phpmyadmin
...
76.  pullSecrets: []
77.  pullPolicy: IfNotPresent

トークンごとの差分

66.image:
...
68.  repository: bitnami/phpmyadmin
...
87.command: []

66行目から86行目のimageの箇所をよく
確認してください．

-1

66.image:
67.  registry: docker.io
68.  repository: bitnamilegacy/phpmyadmin
...
76.  pullSecrets: (None or [])
77.(   or None)(- or None)(regcred or None)
78.  pullPolicy: IfNotPresent

質問者の
YAMLファイル

YAMLファイル
数=3

bitnamilegacy/phpmyadmin

1 ≠ 3

repository:

1 ≠ 376.

68.

pullSecrets:

1 ≠ 3

(None or [])

2 ≠ 3

終了

68.  repository: bitnami/phpmyadmin

差分のある行の
上位のキーとその直後のキーを取得

≠3の場合=3の場合

宿題を完了
した学生の

YAMLファイル

図 7: 共通パターンと質問者の YAMLファイルの比較
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学籍番号と名前を変更した，実際に送信された質問メー

ルである内容 1に対して，質問者の名前とメールアドレス

を変更した，課題ヘルパーくんが作成した返信内容を内容 3

に示す．1行目と 2行目は，質問者の名前である「有田海斗」

内容 3: 質問者の名前とメールアドレスを変更した，課題

ヘルパーくんが作成した返信内容

1 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
2 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
3 課題 2-1 についての相談ですね
4 あなたの作成した phpMyAdminのvalues.yaml を改め
て確認してください．

5 66行目から 86行目のimageの箇所をよく確認してくだ
さい．

6 376行目から 438行目のserviceの箇所をよく確認して
ください．

7 ファイルのMariaDBのvalues.yamlがないので，ファイ
ルを作成してください．

8 わからないことがあったら必ず{メールアドレス}のメー
ルアドレスに返信してください．

9 現在のバージョン：v2.0

と，直後に事前に指定した定型文を示す．3行目は課題の

番号を示す．4行目から 6行目は，質問者の phpMyAdmin

の values.yamlの確認するべき箇所を 2箇所あげている．

質問者の YAMLファイルの 66行目から 86行目の image

は，68行目の「bitnamilegacy/phpmyadmin」と入力する

べきトークンを「bitnami/phpmyadmin」と入力している

ため提示する．質問者の YAMLファイルの 376行目から

438行目の serviceは，382行目の「LoadBalancer」と入力

するべきトークンを「ClusterIP」と入力しているため提示

する．7行目は，MariaDBの values.yamlがまだ作成され

ていないため，それも確認するように提示する．8行目と 9

行目は，実習のメールアドレスと課題ヘルパーくんのバー

ジョンを示す．

ユースケース・シナリオ

東京工科大学で行われた先進情報プロジェクト実習 [IT・

3]の実習における，質問者からの質問メールの返信をユー

スケースとしている．ユースケースを図 8に示す．質問者

は，実習サーバで宿題に取り組み，質問メールを用いて課

題ヘルパーくんに宿題の不明な点について質問をする．実

習サーバは，質問者が宿題に取り組むために用意された

サーバである．課題ヘルパーくんは，提案手法であり，質

問者に返信メールを送信する．これにより，TAより早く

返信メールを送信できるため，質問者は宿題の不明な点の

対処法を早く受け取ることができる．

4. 実装

課題ヘルパーくんは，Python3.12.3 で作成した．

課題ヘルパー
くん

質問者

実習
サーバ

宿題に
取り組む

質問メール

返信メール

図 8: ユースケース

Pythonのモジュールは，google-api-python-client 2.182.0

と google-auth-oauthlib 1.2.2，google-auth 2.40.3 を使用

した．課題ヘルパーくんの概要を図 9に示す．入力は，質問

メール，宿題完了リスト（Googleスプレッドシート），講義

資料のファイル，宿題を完了した学生の YAMLファイル，

質問者のYAMLファイルである．出力は，返信メールであ

る．宿題完了リスト（Googleスプレッドシート）は，宿題を

完了した学籍番号と課題番号のステータスが記録されてい

る．講義資料のファイルは，Moodleから PDF形式で取得

する．PDF形式の講義資料のファイルを，change kougi.py

でテキスト形式に変換する．実習サーバは，宿題を完了した

学生のYAMLファイルと質問者のYAMLファイルがある．

実験サーバは，email main.py から質問メールを収集し，

text.pyを呼び出す．text.pyは，get seikai.pyと kougi.py

を呼び出す．get seikai.pyは，宿題完了リスト（Googleス

プレッドシート）から Google Sheets APIを用いて課題を

完了した学籍番号を取り出し，text.pyに学籍番号を返す．

kougi.pyは，テキスト形式の講義資料のファイルを読み取

り，収集する対象の YAML ファイルの名前を特定する．

kougi.py は，get file.py を呼び出す．get file.py は，実習

サーバから宿題を完了した学生の YAMLファイルと質問

者のYAMLファイルを /学籍番号/より下の階層から探す．

宿題を完了した学生の YAMLファイルを answerディレク

トリに cpコマンドでコピーを行い，質問者の YAMLファ

イルを questionディレクトリに cpコマンドでコピーを行

う．grade file.pyは，宿題を完了した学生のYAMLファイ

ルから共通パターンを correctディレクトリに作成する．そ

の後，質問者の YAMLファイルと共通パターンを比較し，

異なる箇所を correctディレクトリに保存する．get file.py

は，correctディレクトリにある異なる箇所を kougi.pyに

返す．kougi.pyは，text.pyに異なる箇所を返す．text.py

は，異なる箇所を email main.py に返す．email main.py

は，異なる箇所を含む返信メールを送る．

5. 評価方法

課題である質問メールを返信するまでの時間を短縮させ

るだけでは，2025年 9月 26日から 12月 8日までに送信

された 60件の質問メールを対象に，2つの項目で行った．

1つめは，質問メールに対して返信にかかった時間を課
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email_main.py

text.py

get_file.py

宿題を完了した学生
のYAMLファイル

質問者の
YAMLファイル

grade_files.py

 実験サーバ

実習サーバ

質問
メール

correctディレクトリ

共通パターン

question
ディレクトリ

answer
ディレクトリ

宿題完了リスト
(Googleスプレ
ッドシート)

学籍番号課題番号
C0A11 2-1
C0A22 2-1
C0A22 2-1
C0A33 2-1

get_
seikai.py

ﾃｷｽﾄ
形式

change_
kougi.py

kougi.py

返信
メール

Moodle

PDF
形式

講義資料の
ファイル

異なる箇所

図 9: 課題ヘルパーくんの概要

題ヘルパーくんを用いた場合と TAが返信した場合で比較

する．

2つめは，60件の質問メールと課題ヘルパーくんの返信

した内容を分類し，課題ヘルパーくんが質問者に対してど

のような返信をしたのかをまとめる．また，課題ヘルパー

くんが返信したメールの内容に含まれる YAMLファイル

の行と有田海斗が質問者の YAMLファイルを修正して講

義資料通りに動作した行との一致した箇所から誤った返信

と正しい返信の割合を算出する．

実験環境

実験環境を図 10に示す．実験環境は先進情報プロジェ

クト実習 [IT・3]で使用されている実習サーバと TAと SA

が実習内で講義資料の内容を検証する実験サーバを使用し

た．実習サーバは，hサーバ，tサーバ，sサーバの 3種類

がある．hサーバは tサーバと sサーバに配置されている

Kubernetesクラスタに対して Podを配置するための操作

を行うサーバであり，Podを配置する際に必要な YAML

ファイルが保存されている．tサーバはKubernetesクラス

タのマスターノードであり，sサーバはワーカーノードであ

る．hサーバ，tサーバ，sサーバは 1台ずつ配置されてお

SSH

VMVMVMVMVMVMVMVMVMhサーバ
YAML
ファイル

実験サーバ

SSH

実習サーバ

VMVMVMVMVMVMVMVMVMtサーバ
（マスターノード）

VMVMVMVMVMVMVMVMVMsサーバ
(ワーカーノード)

課題ヘルパーくん

YAML
ファイル

図 10: 実験環境

り，グループが 9グループあるため，合計で 27台が配置さ

れている．実験サーバは TAと SAが実習内で講義資料の

内容を検証するサーバであり，課題ヘルパーくんを配置す

る．課題ヘルパーくんは，実習サーバの hサーバに SSH接

続して YAMLファイルを実験サーバにコピーする．実習

サーバと実験サーバの性能は vCPU:2[core]，RAM:8[GB]，

SSD:50[GB]である．

実験結果と分析

質問メールの返信にかかった時間

2025年 9月 26日から 12月 8日までに送信された 60件

の質問メールのうち，課題ヘルパーくんは 12件に返信を

行い，TAは 46件に返信をした．図 11に質問メールに対

して，TAと課題ヘルパーくんで返信にかかった時間を示

す．縦軸は返信にかかった時間を表し，500分毎に区切り

図 11: 質問メールに対して，TAと課題ヘルパーくんで返

信にかかった時間

集計した．横軸は質問メールの件数を表す．課題ヘルパー

くんが返信した 12件はすべて，質問メールが送信されて

から 500分未満で返信されていた．課題ヘルパーくんの返

信にかかった時間は，最小で約 1分，最大で約 495分，平

均で約 115分であった．一方，TAが返信した 46件のう

ち，37件は質問メールが送信されてから 500分未満に返信

されていた．それぞれの返信にかかった時間における質問

メールの件数は，500分以上から 1000分未満は 4件，1000
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分以上から 1500分未満で 2件，1500分以上 3000分未満

は 0件，3000分以上 3500分未満は 2件，3500分以上 4000

分未満は 0件であった，4000分以上 4500分未満は 1件で

あった．TAの返信にかかった時間は，最小で約 7分，最

大で約 4308分、平均で約 459分であった．課題ヘルパー

くんは，最大でも 20分間隔で新着の質問メールを確認し，

返信処理を行う．しかし，返信に 20分以上かかった質問

メールがある理由は，課題ヘルパーくんを動作した初期は

動作が安定せず，人が手動で再起動をする必要があったた

めである．課題ヘルパーくんは，TAの返信にかかった時

間と比べて，最小で約 6分短縮でき，最大で約 3813分短

縮できたことから，TAより課題ヘルパーくんの方が質問

メールの返信にかかる時間が短い．

2025年 9月 26日から 12月 8日までに送信された 60件

の質問メールとその返信の分類

2025年 9月 26日から 12月 8日までに送信された 60件

の質問メールのうち，課題ヘルパーくんが返信を行った 12

件の質問メールとその返信を示す．

2025年 10月 14日の 16時 14分のメールの内容を内容

4に示す．質問メールには phpMyAdminのログインの画

像が添付されている．1行目は質問メールを送信した日付

を表す．2行目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目は，

2-1の課題のログイン方法の質問を表す．

内容 4: 2025年 10月 14日の 16時 14分のメールの内容

1 date : 2025年 10月 14日 (火) 16:14

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 課題に
ついて

3

4 このログインはどのようにしたらいいですか？
5 2-1です

内容 4の質問メールの課題ヘルパーくんの返信を内容 5

に示す．質問者の氏名は，筆者のものに変更してある．1行

目は質問メールを送信した日付を表す．2行目はサブジェ

クトを表す．4行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示

す．6行目は課題の番号を示す．7行目は，課題ヘルパーく

んが質問者の YAMLファイルと宿題完了者の YAMLファ

イルの異なる箇所を発見できなかったことを示す．9行目

と 10行目は，筆者のメールアドレスと課題ヘルパーくん

について表す．

2025年 10月 18日の 10時 5分のメールの内容を内容 6

に示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，学籍番号

と氏名を表す．7行目から 10行目は，4-3の課題を進め，

Kibanaのログが表示されないことを表す．11行目から 13

行目は，Elasticsearch の名前解決ができないログが出力

内容 5: 内容 4の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 10月 15日 (水) 4:44

2 subject : Re: [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 課
題について

3

4 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
5

6 課題 8-5.txt についての相談ですね
7 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

8

9 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
10 もし問題やバグが発生，または改善の要望がありました

ら，c0a22006b2@edu.teu.ac.jpに連絡お願いします．

されていることを表す．14行目から 15行目は，質問者の

Logstashから Elasticsearchに接続ができないという推測

と対応方法の質問を表す．17行目は挨拶を表す．内容 6の

内容 6: 2025年 10月 18日の 10時 5分のメールの内容

1 date : 2025年 10月 18日 (土) 10:05

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] Logstas

hの接続エラーについて（C0A22006 有田海斗）
3

4 学籍番号：C0A22006
5 名前：有田海斗
6

7 お疲れさまです。
8 授業を欠席してしまい、「４－３ Logstash Grok」課題
を進めています。

9 他のグループメンバーは既に完了しているようなのです
が、

10 自分の環境だけ Kibana に Nginx のログが表示され
ない状況です。

11 kubectl logs ls-logstash-0 -n elastic を確認し
たところ、以下のようなエラーが繰り返し出ていました。

12

13 elasticsearch: Name or service not known

14 おそらく、Logstash が Elasticsearch に接続できて
いないことが原因だと思われます。

15 どのように対応すればよいかご教示いただけますでしょ
うか。

16

17 よろしくお願いいたします。

質問メールの課題ヘルパーくんの返信を内容 7に示す．質

問者の氏名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問

メールを送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表

す．4行目と 5行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示

す．7行目は課題の番号を示す．9行目と 10行目は，課題

ヘルパーくんが質問者の進捗が早いため宿題を完了した学

生の YAMLファイルが収集できなかったことを示す．11
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行目と 12行目は，実習のメールアドレスと課題ヘルパー

くんのバージョンを示す．

内容 7: 内容 6の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 10月 18日 (土) 10:38

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] Logstashの接続エラーにつ
いて（C0A22006 有田海斗）

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 4-3 についての相談ですね
8 この自動返信ソフトウェアは，課題が完了した他の学生
のファイルを元にあなたのファイルをチェックしていま
す．

9 ですがあなたの進捗が早いため，他の学生のデータがま
だ集まっていません．頑張ってください．

10

11 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

12 現在のバージョン：v1.3

2025年 10月 24日 9時 41分のメールの内容を内容 8に

示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更して

ある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行目

はサブジェクトを表す．4行目では，頭と喉が痛くて休む

ことを表す．内容 8の質問メールの課題ヘルパーくんの返

内容 8: 2025年 10月 24日の 9時 41分のメールの内容

1 date : 2025年 10月 24日 (金) 9:41

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 体調不
良

3

4 c0a22006の有田海斗です。頭痛と喉が痛いため先進情報
プロジェクト実習をお休みさせていただきます。

信を内容 9に示す．質問者の氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，事前に設

定した冒頭の挨拶を示す．7行目は課題の番号を示す．8

行目は．課題ヘルパーくんが質問者の YAMLファイルと

宿題完了者の YAMLファイルの異なる箇所を発見できな

かったことを示す．10行目と 11行目は，実習のメールア

ドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを示す．

2025年 10月 24日 1時 44分のメールの内容を内容 10

に示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目では，phpMyAdminで

MariaDBにアクセスする方法の質問を表す．内容 10の質

内容 9: 内容 8の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 10月 24日 (金) 9:58

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 体調不良

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 8-5 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v1.3

内容 10: 2025年 10月 24日の 1時 44分のメールの内容

1 date : 2025年 10月 24日 (金) 1:44

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 2-1の課
題について

3

4 2-1の課題であとはMariadbにアクセスするだけなので
すが、MariaDB

5 のＩＰアドレス，ユーザＩＤ，パスワードが分からないで
す。どこら辺に書いてありますか。

問メールの課題ヘルパーくんの返信を内容 11に示す．質

問者の氏名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問

メールを送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表

す．4行目と 5行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示

す．7行目は課題の番号を示す．8行目から 38行目は，確

認すべき YAMLファイルの行を示す．40行目と 41行目

は，実習のメールアドレスと課題ヘルパーくんのバージョ

ンを示す．

内容 11: 内容 10の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 10月 24日 (金) 9:59

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 2-1の課題について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 2-1 についての相談ですね
8 あなたの作成した MariaDBのvalues.yaml を改めて確
認してください．

9 27行目から 80行目のglobalの箇所をよく確認してくだ
さい

10 81行目から 86行目のkubeVersionの箇所をよく確認し
てください

11 87行目から 92行目のnameOverrideの箇所をよく確認し
てください
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12 93行目から 98行目のfullnameOverrideの箇所をよく
確認してください

13 99行目から 104行目のclusterDomainの箇所をよく確認
してください

14 105行目から 110行目のcommonAnnotationsの箇所をよ
く確認してください

15 111行目から 118行目のcommonLabelsの箇所をよく確認
してください

16 119行目から 126行目のschedulerNameの箇所をよく確
認してください

17 127行目から 132行目のruntimeClassNameの箇所をよ
く確認してください

18 133行目から 138行目のextraDeployの箇所をよく確認
してください

19 139行目から 168行目のdiagnosticModeの箇所をよく
確認してください

20 169行目から 198行目のserviceBindingsの箇所をよく
確認してください

21 199行目から 244行目のimageの箇所をよく確認してく
ださい

22 245行目から 250行目のarchitectureの箇所をよく確認
してください

23 251行目から 348行目のauthの箇所をよく確認してくだ
さい

24 349行目から 354行目のinitdbScriptsの箇所をよく確
認してください

25 355行目から 380行目のinitdbScriptsConfigMapの箇
所をよく確認してください

26 381行目から 470行目のtlsの箇所をよく確認してくだ
さい

27 471行目から 550行目のtdeの箇所をよく確認してくだ
さい

28 551行目から 1446行目のprimaryの箇所をよく確認して
ください

29 1447行目から 2308行目のsecondaryの箇所をよく確認
してください

30 2309行目から 2342行目のserviceAccountの箇所をよ
く確認してください

31 2343行目から 2356行目のrbacの箇所をよく確認してく
ださい

32 2357行目から 2632行目のpasswordUpdateJobの箇所を
よく確認してください

33 2633行目から 2720行目のvolumePermissionsの箇所を
よく確認してください

34 2721行目から 3186行目のmetricsの箇所をよく確認し
てください

35 3187行目から 3287行目のnetworkPolicyの箇所をよく
確認してください

36 あなたの作成した phpMyAdminのvalues.yaml を改め
て確認してください．

37 70行目から 91行目のimageの箇所をよく確認してくだ
さい

38 627行目から 761行目のmetricsの箇所をよく確認して
ください

39

40 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

41 現在のバージョン：v1.3

2025年 10月 25日 0時 36分のメールの内容を内容 12に

示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更して

ある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行目は

サブジェクトを表す．4行目では，学籍番号と名前を表す．

5行目では，課題番号を表す．6行目は phpMyAdminの

Podが READYにならず，WEB画面からは Bad gateway

の画面が出てわからないことを示す．READYとは，Pod

のコンテナが起動できる数を表しており，コンテナの起動

できる数が 0 となっていることを示す．また，この質問

メールには，PDF形式のファイルが添付されている．PDF

形式のファイルには，以下のことが記載されている．

• 「helm show values bitnami/phpmyadmin >val-

ues.yaml」のコマンドで values.yaml の YAML ファ

イルを持ってきたこと

• 「helm install c0a22006-phpmyadmin oci://registry-

1.docker.io/bitnamicharts/phpmyadmin -f val-

ues.yaml」のコマンドで values.yamlの phpMyAdmin

をデプロイしたこと

• values.yaml は，service.ports が ClusterIP に設定さ

れ，service.ports.http が 31007 に設定され，ser-

vice.ports.httpsが 30307に設定されていること

• 「kubectl get pods」のコマンドでNAMEが c0a22006-

phpmyadmin-7fdf98f76f-4vqss の Pod で READY が

0/1 となり，STATUS が Init:ImagePullBackoff とな

り，RESTARTSが 0となり，AGEが 46mとなって

いること

内容 12: 2025年 10月 25日の 0時 36分のメールの内容

1 date : 2025年 10月 25日 (土) 0:36

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 2-1の課
題

3

4 C0A22006 有田海斗
5 ２－１のphpadminについての質問です。
6 pdfの通りにinstallなどしてvi の中身を変えたのです
が、podがreadyにならずまたwebがバットゲートがでて
わからないです。viの中身で変えるところはPDFに貼っ
てあるportsだけで大丈夫でしょうか？

内容 12の質問メールの課題ヘルパーくんの返信を内容 13

に示す．質問者の氏名は，筆者のものに変更してある．1行

目は質問メールを送信した日付を表す．2行目はサブジェ

クトを表す．4行目と 5行目では，事前に設定した冒頭の

挨拶を示す．7行目は課題の番号を示す．8行目から 11行

目は，確認すべき phpMyAdminのYAMLファイルの行を
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示す．13行目は，MariaDBのYAMLファイルを作成する

べきであることを表す，15行目と 16行目は，実習のメー

ルアドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを示す．

内容 13: 内容 12の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 10月 25日 (土) 5:26

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 2-1の課題

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 2-1 についての相談ですね
8 あなたの作成した phpMyAdminのvalues.yaml を改め
て確認してください．

9 70行目から 90行目のimageの箇所をよく確認してくだ
さい

10 382行目から 444行目のserviceの箇所をよく確認して
ください

11 626行目から 759行目のmetricsの箇所をよく確認して
ください

12

13 ファイルのMariaDBのvalues.yamlがないので，ファイ
ルを作成してください．

14

15 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

16 現在のバージョン：v1.3

2025年 10月 2日の 22時 51分のメールの内容を内容 14

に示す．質問メールには HeartBeatの Podが動作してい

る画像と，Kibanaでインデックスを作成しようとするが

エラーが出る画像が添付されている．質問者の学籍番号と

氏名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問メール

を送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．4

行目では学籍番号と名前を表す．6行目は課題番号を表す．

7行目と 8行目は，ログが収集できておらずインデックス

が作成できないことを表す．内容 14の質問メールの課題

内容 14: 2025年 10月 2日の 22時 51分のメールの内容

1 date : 2025年 11月 2日 (日) 22:51

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 先進情
報プロジェクト実習 5-5について

3

4 学籍番号c0a22006の有田海斗です。
5

6 先進情報プロジェクト実習^^e2^^85^^a1 5-5の 5項目
目についての質問です。

7 kubectlコマンドを実行した結果、Heartbeatのpodは正
常に動いているようなのですが、elasticからCreate i

ndex patternをしようとしたところ画像のようになり
うまくいきません。

8 助言いただけたら幸いです。

ヘルパーくんの返信を内容 15 に示す．質問者の氏名は，

筆者のものに変更してある．1行目は質問メールを送信し

た日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．4行目と 5

行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示す．7行目は課

題の番号を示す．8行目は．課題ヘルパーくんが質問者の

YAMLファイルと宿題完了者の YAMLファイルの異なる

箇所を発見できなかったことを示す．10行目と 11行目は，

実習のメールアドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを

示す．

内容 15: 内容 14の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 11月 2日 (日) 22:54

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 先進情報プロジェクト実習
5-5について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 5-5 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v1.3

2025年 11月 22日の 16時 23分のメールの内容を内容

16に示す．質問メールには HeartBeatの Podが動作して

いる画像と，Kibanaでインデックスを作成しようとする

がエラーが出る画像が添付されている．質問者の学籍番号

と氏名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問メー

ルを送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．4

行目では学籍番号と名前を表す．6行目は研究室で課題を

教えてもらえる日時の確認を表す．内容 16の質問メール

内容 16: 2025年 11月 22日の 16時 23分のメールの内容

1 date : 2025年 11月 22日 (土) 16:23

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 課題に
ついて

3

4 C0A22006 有田海斗です。
5

6 25日の火曜日か 26日の水曜日の 12.30～研究室で残っ
ている課題を教えてもらうことはできますか？

の課題ヘルパーくんの返信を内容 17に示す．質問者の氏

名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問メールを

送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．4行
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目と 5行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示す．7行

目は課題の番号を示す．8行目は．課題ヘルパーくんが質

問者の YAMLファイルと宿題完了者の YAMLファイルの

異なる箇所を発見できなかったことを示す．10行目と 11

行目は，実習のメールアドレスと課題ヘルパーくんのバー

ジョンを示す．

内容 17: 内容 16の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 11月 22日 (土) 16:30

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 課題について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 7-4 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0

2025年 12月 4日の 17時 8分のメールの内容を内容 18

に示す．質問者の学籍番号と氏名と論文のタイトルは筆者

のものに変更し，学会の開催場所は「海外」と変更し，学

会名は「海外開催の学会」と変更した．1行目は質問メー

ルを送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．

4行目と 5行目は，連絡の宛先として担当教員である串田

高幸先生と TAと SAを指定している．6行目は，教授の

名前は変更して Ccを指定している．8行目では，名乗り

と冒頭の挨拶である．10行目は，査読付き国際学会に第

一著者として投稿した論文が採択されたことを報告してい

る．11行目は，海外開催の学会への参加期間中の 12月 19

日の授業を理由あり欠席扱いとしてもらうよう依頼してい

る．12行目から 14行目は，学会の発表プログラムの PDF

ファイルを添付し，そのプログラム中のどの発表タイトル

が自身の発表であるかを説明している．15行目は，欠席に

伴う演習課題の対応について，翌日の授業時に相談するか，

メールで指示を受けたいことを表す．17行目から 19行目

は，学会情報を表す．21行目は，締めの挨拶である．内

容 18の質問メールの課題ヘルパーくんの返信を内容 19に

示す．質問者の氏名は，筆者のものに変更してある．1行

目は質問メールを送信した日付を表す．2行目はサブジェ

クトを表す．4行目と 5行目では，事前に設定した冒頭の

挨拶を示す．7行目は課題の番号を示す．8行目は，課題

ヘルパーくんが質問者の YAMLファイルと宿題完了者の

YAMLファイルの異なる箇所を発見できなかったことを

内容 18: 2025年 12月 4日の 17時 8分のメールの内容

1 date : 2025年 12月 4日 (木) 17:08

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）]【公欠依
頼】国際学会発表に伴う授業欠席のお願い（先進情報プロ
ジェクト実習II[IT・3] 金曜日 3~5限）

3

4 串田 高幸 先生
5 TA, SA 各位
6 (Cc: 教授)

7

8 先進情報プロジェクト実習II[IT・3]でお世話になって
おります、C0A22006の有田海斗です．

9

10 このたび、下記の査読付き国際学会に第一著者として論
文を投稿し、採択されました。

11 つきましては、当該学会 (海外開催)への参加期間中 (移
動日を含む)の授業について、理由あり欠席扱い (欠席と
しない)としていただきますようお願いします。該当授業
日は 12/19(金)です。

12 理由あり欠席に伴う証明の提出について、指示をいただ
ければと思いますが、現状の資料として学会の発表プロ
グラムのPDFファイルを１部添付させて頂きます。

13 (本プログラムの 5ページ目にある、9:00AM-10:40AM(R

oom 2 (Fusion 2) Session

14 SCAI 3)の枠の"実習の宿題の質問メールにおけるYAML

ファイルから異なる箇所の特定による返信までの時間の
短縮"という発表タイトルが自身の発表です。)

15 なお、欠席に伴う演習課題の対応については、明日の授業
時に相談させていただくか、メールにて指示をいただけ
たらと思います。

16

17 記
18 学会：海外開催の学会
19

20 ご多忙のところ恐れ入りますが、ご対応のほどよろしく
お願いします。

示す．10行目と 11行目は，実習のメールアドレスと課題

ヘルパーくんのバージョンを示す．

2025年 12月 5日の 10時 46分のメールの内容を内容 20

に示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，名乗りと

冒頭の挨拶である．7行目と 8行目では，発熱と頭痛があ

り，質問者が欠席することを表す．10行目は，締めの挨拶

を表す．内容 20の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

を内容 21に示す．質問者の氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，事前に設

定した冒頭の挨拶を示す．7行目は課題の番号を示す．8

行目は，課題ヘルパーくんが質問者の YAMLファイルと

宿題完了者の YAMLファイルの異なる箇所を発見できな

かったことを示す．10行目と 11行目は，実習のメールア
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内容 19: 内容 18の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 12月 4日 (木) 17:10

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）]【公欠依頼】国際学会発表に
伴う授業欠席のお願い（先進情報プロジェクト実習II[I

T・3] 金曜日 3~5限）
3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 8-5 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0

内容 20: 2025年 12月 5日の 10時 46分のメールの内容

1 date : 2025年 12月 5日 (金) 10:46

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 12/5プ
ロジェクト実習の欠席について

3

4 お世話になっております
5 C0A22006、有田海斗です。
6

7 本日のプロジェクト実習の授業について、発熱が 78度あ
り、

8 頭痛がひどいためお休みいたします。
9

10 お手数おかけいたしますが、ご把握のほどよろしくお願
いたします。

ドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを示す．

2025年 12月 5日の 16時 19分のメールの内容を内容 22

に示す．質問者の学籍番号と氏名は，筆者のものに変更し

てある．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2行

目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，名乗りで

ある．7行目から 9行目では，JR線の遅延のため，授業に

遅刻し，遅延証明書を添付することを表す．11行目は，締

めの挨拶を表す．内容 22の質問メールの課題ヘルパーく

んの返信を内容 23に示す．質問者の氏名は，筆者のもの

に変更してある．1行目は質問メールを送信した日付を表

す．2行目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，事

前に設定した冒頭の挨拶を示す．7行目は課題の番号を示

す．8行目は，課題ヘルパーくんが質問者のYAMLファイ

ルと宿題完了者の YAMLファイルの異なる箇所を発見で

きなかったことを示す．10行目と 11行目は，実習のメー

ルアドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを示す．

2025年 12月 2日 12時 4分の質問メールの内容を内容

内容 21: 内容 20の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 12月 5日 (金) 10:50

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 12/5プロジェクト実習の欠
席について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 8-5 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0

内容 22: 2025年 12月 5日の 16時 19分のメールの内容

1 date : 2025年 12月 5日 (金) 16:19

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 遅延証
明書の提出（C0A22006 有田海斗）

3

4 学籍番号：C0A22006
5 氏名：有田海斗
6

7 お世話になっております。
8 本日、JR線の遅延により授業に遅刻してしまいました。
9 遅延証明証が発行されましたので、添付にて提出いたし
ます。

10

11 ご迷惑をおかけし申し訳ありませんが、何卒よろしくお
願いいたします。

内容 23: 内容 22の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 12月 5日 (金) 16:20

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 遅延証明書の提出（C0A22006

有田海斗）
3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 8-5 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0
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24に示す．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2

行目はサブジェクトを表す．4行目は 8-4がわからないこ

とを質問している．内容 24の質問メールの課題ヘルパー

内容 24: 2025年 12月 2日 12時 4分の質問メールの内容

1 date : 2025年 12月 2日 (火) 12:04

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 課題に
ついて

3

4 8-4分かりません

くんの返信を内容 25に示す．質問者の氏名は，筆者のもの

に変更してある．1行目は質問メールを送信した日付を表

す．2行目はサブジェクトを表す．4行目と 5行目では，事

前に設定した冒頭の挨拶を示す．7行目は課題の番号を示

す．8行目は，課題ヘルパーくんが質問者のYAMLファイ

ルと宿題完了者の YAMLファイルの異なる箇所を発見で

きなかったことを示す．10行目と 11行目は，実習のメー

ルアドレスと課題ヘルパーくんのバージョンを示す．

内容 25: 内容 24の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 12月 2日 (火) 12:06

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 課題について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 8-4 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0

2025年 12月 8日 13時 13分の質問メールの内容を内容

26に示す．1行目は質問メールを送信した日付を表す．2

行目はサブジェクトを表す．4行目は 9-3について 14時か

ら確認できないか質問をしている．内容 26の質問メール

の課題ヘルパーくんの返信を，内容 27に示す．質問者の氏

内容 26: 2025年 12月 8日 13時 13分の質問メールの内容

1 date : 2025年 12月 8日 (月) 13:13

2 subject : [プロジェクト実習IT3（連絡用）] 課題に
ついて

3

4 今日の 14時もし時間空いていたら 9-3見てほしいです。

名は，筆者のものに変更してある．1行目は質問メールを

送信した日付を表す．2行目はサブジェクトを表す．4行

目と 5行目では，事前に設定した冒頭の挨拶を示す．7行

目は課題の番号を示す．8行目は，課題ヘルパーくんが質

問者の YAMLファイルと宿題完了者の YAMLファイルの

異なる箇所を発見できなかったことを示す．10行目と 11

行目は，実習のメールアドレスと課題ヘルパーくんのバー

ジョンを示す．

内容 27: 内容 26の質問メールの課題ヘルパーくんの返信

1 date : 2025年 12月 8日 (月) 13:33

2 subject : Re:(課題ヘルパーくんの自動返信)[プロジ
ェクト実習IT3（連絡用）] 課題について

3

4 こちらは課題ヘルパーくんによる自動返信です．
5 有田海斗さんお問い合わせありがとうございます．
6

7 課題 9-3 についての相談ですね
8 あなたが作成したファイルの間違っている箇所をソフト
ウェアで発見できませんでした．コマンドなどが間違っ
ている可能性があるので，確認をお願いします．

9

10 わからないことがあったら必ず 2025-project-pratic

e-it3@googlegroups.comのメールアドレスに返信して
ください．

11 現在のバージョン：v2.0

60件の質問メールに対して分類を行い，その件数を集計

した．課題ヘルパーくんが返信をした質問メールの分類を

した結果を表 1に示す．分類は，YAMLファイルが原因の

宿題の不明点の質問，アプリケーションが原因の宿題の不

明点の質問，Kubernetesが原因の宿題の不明点の質問，ブ

ラウザが原因の宿題の不明点の質問，原因が不明の宿題の

不明点の質問，遅刻と欠席の連絡，研究室に訪問する確認，

宿題の提出が出来ているか確認，講義資料についての質問

の 9種類である．YAMLファイルが原因の宿題の不明点

の質問は，質問者が宿題の進め方がわからないため質問を

し，質問者の YAMLファイルに原因があるメールを指す．

アプリケーションが原因の宿題の不明点の質問は，質問者

が宿題の進め方がわからないため質問をし，phpMyAdmin

からMariaDBにログインができないことを例とするアプ

リケーションに原因があるメールを指す．Kubernetesが

原因の宿題の不明点の質問は，質問者が宿題の進め方がわ

からないため質問をし，KUBECONFIGの環境変数が設

定されていないことや Podを消していないことに原因が

あるメールを指す．ブラウザが原因の宿題の不明点の質問

は，質問者が宿題の進め方がわからないため質問をし，ブ

ラウザのキャッシュに原因があるメールを指す．原因が不

明の宿題の不明点の質問は，質問者が宿題の進め方がわか

らないため質問をしたが，メールに記述が少なく原因がわ
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からないメールを指す．遅刻と欠席の連絡は，遅刻や欠席

を連絡してその証明を添付しているメールを指す．研究室

に訪問する確認は，研究室に来て直接教えてもらうために

可能な日時を質問しているメールを指す．宿題の提出が出

来ているかの質問は，完了していない宿題の数を確認する

ためのメールを指す．講義資料についての質問は，講義資

料の内容が間違っていないか質問するメールを指す．質問

メールの分類毎の件数は，YAMLファイルが原因の宿題の

不明点の質問が 16件，アプリケーションが原因の宿題の

不明点の質問が 2件，Kubernetesが原因の宿題の不明点

の質問が 2件，ブラウザが原因の宿題の不明点の質問が 1

件，原因が不明の宿題の不明点の質問が 3件，遅刻と欠席

の連絡が 23件，研究室に訪問する確認が 9件，宿題の提

出が出来ているか確認が 3件，講義資料についての質問が

1件であり，合計で 60件である．

表 1: 質問メールの分類毎の件数
分類 件数

YAML ファイルが原因の宿題の不明点の質問 16 件

アプリケーションが原因の宿題の不明点の質問 2 件

Kubernetes が原因の宿題の不明点の質問 2 件

ブラウザが原因の宿題の不明点の質問 1 件

原因が不明の宿題の不明点の質問 3 件

遅刻と欠席の連絡 23 件

研究室に訪問する確認 9 件

宿題の提出が出来ているか確認 3 件

講義資料についての質問 1 件

合計 60 件

課題ヘルパーくんの質問メールの返信の分類毎の件数を

表 2 に示す．分類は，実装されていないため返信できな

かった，緊急で停止したため返信できなかった，TAの対

応時間内のため返信をしなかった，課題番号がないため返

信しなかった，異なる箇所を発見できなかったと返信，確

認すべき YAMLファイルの行を含む返信，YAMLファイ

ルを収集できなかったと返信の 7種類である．実装されて

いないため返信できなかったのは，課題ヘルパーくんが実

装されていないため返信ができなかったことを指す．緊急

で停止したため返信できなかったのは，2025年 12月 15

日に課題番号がメールに含まれていないすべての返信にす

るように設定が変更されたが，遅刻や欠席の連絡や研究室

に訪問する確認のメールにも反応したため，1日間課題ヘ

ルパーくんを停止したことを指す．TAの対応時間内のた

め返信をしなかったのは，TAの対応時間内のメールには

対応しないように設定していた期間があるため，その期間

に来た TAの対応時間内のメールに課題ヘルパーくんが返

信をしなかったことを指す．課題番号がないため返信しな

かったのは，メールに課題番号が含まれていないために返

信をしなかったことを指す．異なる箇所を発見できなかっ

たと返信は，課題ヘルパーくんが質問者と宿題を完了した

学生の YAMLファイルを比較しても異なる箇所が発見で

きなかったことを指す．確認すべき YAMLファイルの行

を含む返信は，課題ヘルパーくんが質問者と宿題を完了し

た学生の YAMLファイルを比較し，異なる箇所を確認す

べき箇所として行を返信したことを指す．YAMLファイル

を収集できなかったと返信は，質問者か宿題を完了した学

生の YAMLファイルが収集できなかったことを指す．課

題ヘルパーくんの質問メールの返信の分類毎の件数は，実

装されていないため返信できなかったのが 10件，緊急で

停止したため返信できなかったのが 7件，TAの対応時間

内のため返信をしなかったのが 24件，課題番号がないた

め返信しなかったのが 7件，異なる箇所を発見できなかっ

たと返信したのが 9件，確認すべき YAMLファイルの行

を含む返信をしたのが 2件，YAMLファイルを収集できな

かったと返信したのが 1件あり，合計で 60件である．

表 2: 課題ヘルパーくんの質問メールの返信の分類毎の件

数
分類 件数

実装されていないため返信できなかった 10 件

緊急で停止したため返信できなかった 7 件

TA の対応時間内のため返信をしなかった 24 件

課題番号がないため返信しなかった 7 件

異なる箇所を発見できなかったと返信 9 件

確認すべき YAML ファイルの行を含む返信 2 件

YAML ファイルを収集できなかったと返信 1 件

合計 60 件

全体の 60件の質問メールに対して，課題ヘルパーくん

は異なる箇所を発見できなかったと返信したのが 9件，確

認すべき YAMLファイルの行を含む返信をしたのが 2件，

YAMLファイルを収集できなかったと返信したのが 1件で

合計 12件に返信し，約 20%である．TAは 60件中 46件

に返信し，約 77%である．また，課題ヘルパーくんは，宿

題の不明点についての質問に対して返信をするための提案

となっている．宿題の不明点についての質問のうち，課題

ヘルパーくんが返信をした質問メールは 60件中 7件であ

り，約 12%となった．確認すべき YAMLファイルの行を

含む返信をしたのは 60件中 2件であり，約 3%となった．

確認すべき YAMLファイルの行を含む返信をした 2件

の質問メールで，課題ヘルパーくんが返信したメールの内

容に含まれる YAMLファイルの行と有田海斗が質問者の

YAMLファイルを修正して講義資料通りに動作した行を比

較する．課題ヘルパーくんが返信したメールの内容に含ま

れる YAMLファイルの行の数と質問者の YAMLファイル

を修正して講義資料通りに動作した行の数を，図 12に示

す．縦軸は YAMLファイルの行数を示す．質問メールは
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図 12: 課題ヘルパーくんが返信したメールの内容に含まれ

る YAMLファイルの行の数と質問者の YAMLファイルを

修正して講義資料通りに動作した行の数

2件あるため，それぞれを質問メール aと質問メール bと

する．それぞれの質問メールは，同一の課題であり，講義

資料では以下を実行する．phpMyAdminとMariaDBは，

それぞれWebブラウザを確認できる状態を講義資料通り

の動作とする．この状態に到達するために修正したYAML

ファイルの行の数を，質問者の YAMLファイルを修正し

て講義資料通りに動作した行の数として集計する．

• phpMyAdminのインストール

• Webブラウザから phpMyAdminを表示出来ることを

確認

• MariaDBをインストール

• WebブラウザからMariaDBにアクセス出来ることを

確認

質問メール aで課題ヘルパーくんが返信したメールの内容

に含まれる YAMLファイルの行の数は 3415行であり，質

問者の YAMLファイルを修正して講義資料通りに動作し

た行の数は 0行である．課題ヘルパーくんが返信したメー

ルの内容に含まれる YAMLファイルの行の数は，課題ヘ

ルパーくんが質問者と宿題を完了した学生の YAMLファ

イルで異なると判定した行の上位のキーとその直後のキー

の範囲である．異なると判定した行は以下の 4パターンで

ある．

• tag: 5.2.2-debian-12-r22 がコメントアウトされてい

る行

• image の repository が ，bitnamilegacy/apache-

exporterではなく bitnami/apache-exporterとなって

いる行

• imageの pullSecretsに regcredの値が入力されていな

い行

• 改行だけの行

質問者の YAMLファイルは元々修正をせずとも講義資料

通りに動作するため，これらの 4パターンの修正は必要で

はない．課題ヘルパーくんが返信したメールの内容に含ま

れる YAMLファイルの行である 3415行のうち，2017行

は改行だけの行が質問者と宿題を完了した学生の YAML

ファイルで異なると判定されていた．3行は，それ以外の

3パターンで，それぞれ 1行ずつ異なると判定されていた．

残りの 1395行は，異なると判定した行の上位のキーとそ

の直後のキーの範囲である．また，質問者の YAMLファ

イルを修正して講義資料通りに動作するのに必要のない 4

パターンが，異なると判定された理由は，課題ヘルパーく

んのバージョンが古く，宿題を完了した学生同士の YAML

ファイルで最も類似している YAMLファイルの 1つのみ

と質問者の YAMLを比較し，全ての異なる行を出力する

ためである．

質問メール bで課題ヘルパーくんが返信したメールの内

容に含まれる YAML ファイルの行の数は 215 行であり，

質問者の YAMLファイルを修正して講義資料通りに動作

した行の数は 2行である．異なると判定した行は以下の 4

パターンである．

• image の repository が，bitnamilegacy/phpmyadmin

ではなく bitnami/phpmyadminとなっている行

• serviceの typeがClusterIPから LoadBalancerになっ

ている行

• image の repository が ，bitnamilegacy/apache-

exporterではなく bitnami/apache-exporterとなって

いる行

• imageの pullSecretsに regcredの値が入力されていな

い行

これら 4パターンのうち，imageの repositoryが，bitnamile-

gacy/phpmyadminではなく bitnami/phpmyadminとなっ

ている行と serviceの typeがClusterIPから LoadBalancer

になっている行は質問者の YAMLファイルを修正して講

義資料通りに動作させるために必要である．課題ヘルパー

くんが返信したメールの内容に含まれる YAMLファイル
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の行である 215行のうち，2行は imageの pullSecretsに

regcredの値が入力されていない行が異なると判定されて

いた．3行は，それ以外の 3パターンで，それぞれ 1行ず

つ異なると判定されていた．残りの 210行は，異なると判

定した行の上位のキーとその直後のキーの範囲である．ま

た，質問者のYAMLファイルを修正して講義資料通りに動

作するのに必要のない 2パターンが異なると判定された理

由は，質問メール aと同じように課題ヘルパーくんのバー

ジョンが古く，宿題を完了した学生同士の YAMLファイ

ルで最も類似している YAMLファイルの 1つのみと質問

者の YAMLを比較し，全ての異なる行を出力するためで

ある．

60件の質問メールのうち 2件が確認すべき YAMLファ

イルの行を含む返信をした．そのうち 1件は，215行を確

認すべき YAMLファイルの行として返信し，そのうち 2

行が一致していた．もう 1件は，質問者の YAMLファイ

ルを変更しなくても講義資料通りに動作するが，3017行を

確認すべき YAMLファイルの行として返信した．理由と

しては．改行だけの行が 2017行あったため，宿題を完了

した学生の YAMLファイルのすべての行を確認すべき行

として返信した．そのため誤った返信の割合は，60件の質

問メールに対して，YAMLファイル以外が原因で質問をし

たメールに対して返信をした 11件と課題ヘルパーくんが

動作していないことや返信に課題番号がないため返信をし

なかった 48件を合計した 59件であり，約 98%である．ま

た，正しい返信の割合は，60件の質問メールに対して，質

問者の YAMLファイルを修正した際に講義資料通りに動

作する行を含んでいる 1件であり，約 2%である．

6. 議論

誤った返信の割合が，約 98%となった原因の 1例として，

内容 26の 2025年 12月 8日の質問メールは，9-3の宿題に

ついての質問であった．9-3の講義資料では，WordPressの

詳しい作成方法やYAMLファイルの名前の指定が行われて

いなかった．そのため，課題ヘルパーくんは講義資料から

YAMLファイルを収集していない．解決方法として，アプ

リケーションの名前とYAMLファイルを比較する方法があ

る．実習では，課題の実施日ごとにディレクトリの名前が

指定されている．例えば，第 9回の課題は，2025-12-05の

ディレクトリを作成する．そのディレクトリにあるYAML

ファイルに対して，9-3のアプリケーションの名前が含まれ

ているか比較する．例えば 9-3では，WordPressを使用し

ている．WordPressの単語が含まれているか YAMLファ

イルを確認し，含まれていたら対象の YAMLファイルだ

と判定することで，YAMLファイルを特定することがで

きる．

内容 10の 2025年 10月 24日に「Kubernetesクラスタ上

に Podで配置したMariaDBの IPアドレスとユーザ ID，

パスワードが分からない」ことを示す質問メールが送信さ

れた．課題ヘルパーくんは，YAMLファイルの記述以外に

学生の不明点がある場合の設定が用意されていない．解決

方法として，宿題を完了した学生のコマンドを収集し，質

問者に提示する．宿題を完了した学生に共通するコマンド

と質問者のコマンドを比較することで，異なるコマンドを

特定する．課題ヘルパーくんが宿題を完了した学生と質問

者の YAMLファイルの異なる箇所が特定できなかった学

生には，異なるコマンドを質問者に提示することで，学生

のサポートを行う．

課題ヘルパーくんは，YAMLファイルの収集で，宿題

を完了した学生の YAMLファイルを行数で降順に並び替

え，行数が最大の YAMLファイルをベースの YAMLファ

イル (A)としている．行数が最大の YAMLファイルが最

もベースの YAMLファイル (A)に最も適しているとは限

らないため，改善する必要がある．宿題を完了した学生の

YAMLファイルと質問者の YAMLファイルを比較し，異

なる箇所を記録する．質問者の YAMLファイルと異なる

箇所を 1箇所ずつ変更し，その度に kubectl applyコマン

ドで Podを deployする．deploy後に，Podのステータス

と YAMLファイルの変更した箇所を記録する．Podのス

テータスが Runningになった場合は，質問者に変更した箇

所をメールで返信する．

評価では，質問者のYAMLファイルを修正した際に講義

資料通りに動作するのか確認を行った．しかし，質問者が

質問を行った際の実習サーバと完全に同一の環境で動作さ

せていないため，評価する際に講義資料通りに動作したと

しても，質問者が同じように YAMLファイルを修正した

際に講義資料通りに動作するとは限らない．例えば，使用

できるポート番号の違いや，Serviceや ConfigMapの名前

によって動作が異なる．解決方法として，質問メールが送

られた時点での質問者のノードの状態を kubectl get all -A

や kubectl get configmap -Aコマンドで記録を行う．この

記録を用いることで，質問者のYAMLファイルがその時点

で存在していた他の Serviceのポート番号の違いや Service

や ConfigMapの名前を入力できているか確認して評価を

することができるようになる．

7. おわりに

課題は，質問メールが TAの対応時間外に送信された際，

返信に時間がかかることである．2025年 9月 26日から 12

月 8日の 60件の質問メールで，TAが返信したのは 46件

で約 77%だった．対応時間内の返信にかかった時間の平均

は約 501分だったのに対し，対応時間外では約 1009分だっ

た．課題ヘルパーくんは，質問者の YAMLファイルと宿

題を完了した学生の YAMLファイルから作成した共通パ

ターンを比較し，異なる箇所を含むメールを返信する．共

通パターンは，宿題を完了した学生の YAMLファイル同
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士を動的計画法により 1行ずつ比較し，行の対応関係をも

とに作成する．評価では 2つの項目を比較した．1つめは，

質問メールの返信に要した時間を課題ヘルパーくんと TA

が返信した場合で比較する．2つめは，課題ヘルパーくん

の返信した内容を返信内容毎に分類する．また，確認すべ

き YAMLファイルの行を含む返信から，返信した YAML

ファイルの行と質問者の YAMLファイルを有田海斗が修

正して講義資料通りに動作した行が一致するか求める．そ

の行同士の一致と課題ヘルパーくんの返信した内容の分類

により，返信した内容の誤った返信と正しい返信の割合を

出す．課題ヘルパーくんによる返信は 60 件中 12 件であ

り，返信に要した時間は最小で約 1分，最大で約 495分で

あった．一方，46件の質問メールに返信した TAの返信時

間は，最小で約 7分，最大で約 4308分であった．返信に

要した時間は最小で約 6分，最大で約 3813分短縮された．

また質問メールの内容を分類し，YAMLファイルが原因で

宿題の不明点の質問をしたのは 60件中 19件で約 32%あ

り，課題ヘルパーくんの返信した内容の分類では，確認す

べき YAMLファイルの行を含む返信をしたのが 60件中 2

件で約 3%だった．確認すべき YAMLファイルの行を含む

返信をした 2件中 1件は，返信をした 215行のうち 2行が

一致し，もう 1件は質問者の YAMLファイルを適用すれ

ば講義資料通りに動作するが，改行だけの行が 2017行あ

り，その行の上位のキーとその直後のキーの行の範囲を含

めた 3415行を確認するように質問者に返信した．そのた

め誤った返信の割合は，YAMLファイル以外が原因で質問

をしたメールに対して返信をした件数と課題ヘルパーくん

が動作していないことや返信に課題番号がないため返信を

しなかった件数の合計であり，60件中 59件で約 98%だっ

た．正しい返信の割合は，講義資料通りに動作する行を含

んでいる返信であり，60件中 1件で約 2%だった．
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